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１．平成１９年３月期（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）業績予想の修正 （単位：億円）

経常利益 当期純利益 当期純利益

前回予想 (A) 1,900 1,200 1,000 

今回予想 (B) 1,700 1,040 820 

増減額 (B-A) △200 △160 △180 

増減率 △ 11% △ 13% △ 18% 

２．修正の理由

３．平成１９年３月期　配当金予想について

（参考）

連結

中間期末 期末 配当性向

8円50銭 8円50銭 27.5%

6円00銭 6円00銭 20.0%

平成１９年５月２日

本資料に含まれる予想は、当社の経営方針・財政状態を踏まえつつ、本日時点で判明している情報に
基づいて作成されたものであります。実際の業績、その他の計数は、平成１９年３月期通期決算の確定
時点まで、各種要因によって変動する可能性があります。

　普通株式の期末配当金につきましては、従来予想のとおり、１株当たり８円５０銭（年間配当金は1
株当たり１７円）とさせていただく予定です。

１株当たり配当金

年間

平成１９年３月期 業績予想（連結・単体）の修正について

記

   平成１９年３月期の業績予想（連結・単体）を、下記のとおり修正いたします。

　当社単体決算におきまして、自己査定による要注意先債権の増加などにより、与信関係費用が
昨年１１月時点の予想を大幅に上回ったことが主因であります。

連結 単体

1,600 

1,340 

△260 

経常利益

△ 16% 

12円00銭

17円00銭平成19年3月期（予想）

平成18年3月期（実績）



（参考資料）

１．平成１９年３月期 業績予想の概要

【連結】 （単位：億円）

前回予想 増減額

(A） (B-A）

（注1） 2,100 ＋ 50 

1,900 △200 

1,200 △160 

【単体】 （単位：億円）

前回予想 増減額

(A） (B-A）

（注2） 1,700 ＋ 50 

150 ＋ 250 

（注3） (150) (250)

50 

（注4）

1,600 △260 

（注5）  0 △20 

1,000 △180 

２． 金融再生法開示債権等（銀行勘定・信託勘定合計、部分直接償却後）

【単体】 （単位：億円）

18年3月末 19年3月末

実績 予想

0.9% 1.0%

1,094 1,180 

(73) (70)

(193) (580)

(827) (530)

4,529 7,340 

115,676 120,800 

3,402 

実績

0.8%

1,002 

要 管 理 債 権 以 外 の 要 注 意 先 債 権

金 融 再 生 法 開 示 債 権

（破産更生債権及びこれらに準ずる債権）

（ 危 険 債 権 ）

(B）

今回予想

（１）実質業務純益は、単体における投資信託の販売手数料、年金信託や証券管理サービスに係
     る信託報酬が計画を上回ったことを主因として、前回予想比50億円の増加となる見込みです。

1,040 

（注1）単体の実質業務純益＋他の連結会社の経常利益（臨時要因調整後）＋持分法適用会社の経常利益
       （臨時要因調整後）×持分割合－内部取引（配当等）

（ 与 信 関 係 費 用 ） (400)

△20 

株 式 等 関 係 損 益

経 常 利 益

特 別 損 益

△60 

（注2）業務純益から信託勘定不良債権処理額及び一般貸倒引当金純繰入額を控除した額
（注3）信託勘定処理額及び銀行勘定処理額の合計

当 期 純 利 益 820 

50 
そ の 他 臨 時 損 益

1,340 

△60 

実 質 業 務 純 益

（３）以上の結果、連結・単体の当期純利益はそれぞれ、1,040億円（前回予想比△160億円）、
     820億円（前回予想比△180億円）の見込みとなっております。

2,150 

1,700 

（２）当社の自己査定において、一部業種における業績動向を慎重に見極める観点から、債務者区
     分の見直しを実施いたしました。その結果、要注意先債権が大幅に増加したことなどを主因とし
     て、与信関係費用は前回予想比で250億円の増加となる、400億円を見込んでおります。

400 

経 常 利 益

当 期 純 利 益

実 質 業 務 純 益

今回予想

(B）

1,750 

不 良 債 権 処 理 額

(708)

（注4）非上場株式に対する投資損失引当金の計上（約70億円）等によるものです。
（注5）住友信託銀行東京ビルの共同開発計画ならびに東京都内の本部拠点等の集約に伴い、将来の
        除却、処分等が見込まれる建物について、約50億円の減損損失を計上することによるものです。

総 与 信

18年9月末

（ 要 管 理 債 権 ）

121,078 

(60)

(234)

開 示 債 権 比 率



３． 「その他有価証券」の評価損益（銀行勘定、減損処理後）

【単体】 （単位：億円）

18年3月末 19年3月末
実績 予想

4,117 4,960 

(4,471) (5,070)

４． 自己資本比率（国際統一基準）

【連結】

18年3月末 19年3月末
（旧基準） （新基準）
実績 予想（注）

10.90% 11%台半ば

6.21% 6%台半ば

以上

（注）平成19年3月期のバーゼルⅡ適用開始に伴い、信用リスクにつきましては基礎的内部格付手法、
      オペレーショナル・リスクにつきましては粗利益配分手法を採用しております。

そ の 他 有 価 証 券

実績

18年9月末
実績

（旧基準）

Ｔ ｉ ｅ ｒ Ⅰ 比 率 6.25%

自 己 資 本 比 率

（ ｳ ﾁ 株 式 ） (4,040)

3,847 

11.55%

18年9月末


